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Abstract 

The authors present the experimental results of cavitation about the symmetrical blsector-

hydrofoils， of which thickness ratios are 0.133-0.453. 

The experiments are carried out on the test condition of 7-12 m/sec丑owvelocities and 00-120 

attack angles. 

The main results of the experiments are as follows: 

a) The incipient cavitation factors K包 arealways larger than the theoretical minimum pres-

sure coefficients Cpmin・

b) The following experimental formula is vari五ed:

K. = Cpmin十AjV2，

where A is the constant and V is the flow velocity. 

c) Selecting attack angle a and s (angle between leading edg巴 tangentand flow direction) as 

the test parameters， the whole t巴stdiagram about K包 andαare obtained 

I.まえがき

同題名の第 2報に引き続き，本報告では一連の対称円弧翼を供試物体とし，それらの形状

がキャピテーション発生に及ぼす影響について調べた結果を報告する。

11. 実験装置および方法

2・1 実験装置および方法

第 1，2報に詳述しであるので，ここでは省略する。

2・2 供試物体

弦長が総て等しく厚さの異なる 5種のレンズ状物体を使用した。これを「対称円弧翼Jと

名づける。詳細な寸法は図-1の通りである。材質は強度，耐腐蝕性に優れた SUS-28，-32を
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使用している。

2・3 翼表面の圧力分布の測定

弦長 100mm，厚さ 29.4mmの対称円弧翼(厚弦比が 0.294で供試翼 No.3に対応している。)

を用いて翼表面の圧力分布を測定し， NO.3翼と対比することとした。

3・1 迎え角 00

の場合

3・1・1 総圧の影響

回流水槽の総圧 P，を一定に保ち，流速

の変化のみによって静圧を低下させたとき各

供試翼がどの流速でキャピテーションを発生 12 

するかについて調べた。それを図 3に示す。

IU. 実験結果および考察

本実験は迎え角 α=00-100，流速1/0=

7-12 m/secの範囲で行なった。 このときキ

ヤピテーションの初生が観察されるのは凶-2

に示した 3個所であるが，測定に際しては 1

との 2みに注目しヲ 1を背面型， 2を先端型と

名ずけた。なお以下に使用する初生キャピテ

ーション係数 Kiの定義は次の通りである。

L 二平二主"
~-PV2 

ただし

P， 1/: 初生時における近寄り流れの

静庄，流速

ρr，ρ. その時の水温に相当する水の

蒸気圧，密度

この場合のキャビテーションは背面型のみで、

ある。 1うと V との問にはほぼ直線的な関係

が成り立つ。

3・1・2 流速の影響

流速の変化が Kiに及ぼす効果を図-4

に示す。流速が増すにつれ Kけまわず、かに減

少し RL>7x105の範囲ではほぼ一定値を示

翼名正?し 7 r β。 T/L /ゾβ s;;β。

No.l 75 70 14ろJ1/5.2 0.133 3.32 0169 

No.2 75 /4 (03.9 21.15 0(87 2.77 02351 

No.3 75 22 69.4 327 02'守51.35 03641 

No.4 75 30 54.4 456 0400 /45 0434 

NO.5 75 34 49.守 48.8 0453 1.33 0.542 

図-1

己;え二二〉
~〆』( j 

、、-〆

オも
の

方
1古1

匂~込~ 

図-2

A
U
 

V
(切
)

8 

6 
0.4 a8 12 /.6 

総丘凡fや/仰の
図-3

(282) 



283 

-:，，/J;ふム

〈J4恐悼会一一企ん10.5

ー~-事f・'*一一企
。。 川つ4

;;--..__日叩一…-
N口ゴ

~・・-・ ~-"'-No?

ん10.1

第 3報

5 

O:L~ ..~ 
図~4

物体形状のキャピテージョン発生に及ぼす影響について

その値と理論最小圧力係数 Cp皿 III と比較すればす。

ただし RL=VL/νである。

No.5 

1.60 

1.43 

No.4 

1.40 

1.25 

No.3 

1.00 

0.89 

No.2 

0.65 

0.54 

下表の通りである。

No. 1 

K包 0.45

Cpmin 0.38 

各種寸法の影響3・1・3

厚弦比:Kiと T/Lの関係を示したのが国-5

左である。両者はほぼ比例して変化する。

曲率半径 Kiに及ぼす翼表面の曲率の効果を

図-5右に示した。 Kiと曲率半径 f との間には双曲線的な関係が成り立つ。ただし roは規準値

で弦長 Lを直径とする円の半径である。

)
 

1
 

1
 

Kl・L/Tおよび Ki'r/ro 3・1・4

上述の結果から K，.L/T，Kρr/7"oなる無次元変数はほぼ一定になることが予想される。

図 4に見られる翼厚さの違いによる K乞の差はほとんそれを図 6に示す。 i可変数によって，
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どなくなっている。

3・1・5 翼表面圧力分布との関係

}圧力分布測定実験で得られた最小圧力係数 Cpmin，

その理論値および No.3の翼の K乞とをプロットした

のが図 7である。それらはかなり近い値を示して

いる。

3・1・6 Kiに関する実験式

kd=CpmiJjL 

ただし A は定数とする，

なる式を想定し，実験結果と比較した。 A の値を

No. 3， V二1.0m/secの時の実験値から求めたところ

13となり，それによって描いた曲線と実験値とは図-8

に示すように，かなりよい一致を示すことがわかった。

3・2 迎え角を変化させた場合

3・2・1 迎え角の影響

迎え角 αの違いによる発生キャビテーションの

型は各供試翼について次の通りである。

背面型

先端型

No.1 

00_20 

30

以上

No.2 

00_30 

40
以上

No.3 

00_80 

90， 100 

No.4 

00_100 

なし

No.5 

00_100 

なし

日の変化が KiVこ及ぼす影響を調べたのが図-9であ

る。先端型は αの変化により大きく変わるが，背面型

はほとんど影響されない。 これは第一報において述べ

た欠円翼の場合とほぼ同様の傾向を示している。

3・2・3 流速の影響
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図-10

各翼に対し流速の影響を調べたのが図-10である。背面型の場合は迎え角。。のときと同じ

傾向を有するが，先端型では流速の影響が見られない。(図において No.1， No. 2翼の先端型の

データは省略した。)

3・2・3 Kiとs-α との関係

翼先端の接線が近寄り流れに対してなす角 s-αを用いてまとめたのが図-11である。この

図の曲線で水平に近い線は背面型， 垂直に近い線は先端型を示す。 この図によって実験結果を

総括的にながめることがで、きる。
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IV. むすび

以上，対称円弧翼形状のキャビテーション発生に及ぼす影響を調べた結果を下記のように

まとめることができる。

迎え角 0
0
の場合，

1) 総庄一定の下で，キャビテーションを発生せずに達し得る速度は総圧九にぼほ比例

する。

2) 初生キャピテーション係数 K乞は流速が増すにつれてわず、かに減少する。

3) K乞は 5種の翼すべてにおいて，理論最小圧力係数 Cpmin よりも常に大である。

4) K;.L/T， Ki.r/rOなる無次元量は翼厚さによらずほぼ一定となる。

5) Kiに関して次の実験式が適用できる。

Ki = Cpmin十jL
ただし Cpmin: 理論値， A: 定数

次に迎え角を変化させた場合については，

6) 迎え角 αの違いにより， 2種の異なる型のキャビテーションが発生する。

7) 先端型の Kiは αにより大きく変化するが，背面型の Kiはほとんど変らない。

8) sαを変数にとると，Kiとα との関係について総括的な線図が得られる。

(昭和 45年 5月 20日受理)
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